
新特別支援学校整備事業

　現在、市内にある各務原特別支援学校は、知的障がいのある高等部の生徒のみを対象とし
ているため、小中学部の児童生徒と知的障がい以外の障がいのある高等部の生徒は、市外の
特別支援学校等に通学しています。こうした背景から、小中高一貫で、知的障がいだけでなく、
肢体不自由や病弱の児童生徒も対象として、新たに市立の特別支援学校を整備します。
　令和４年度中に設計業務を完了し、令和５年度～ 6年度にかけて建築工事を実施します。
　対象種別　　　知的障がい、肢体不自由、病弱
　学校の規模　　250 人程度の児童生徒を受け入れる規模
　学校の位置　　各務原市鵜沼羽場町２丁目地内
　開校予定　　　令和７年４月

01. 事業概要

　■児童生徒や保護者の負担軽減
　■身近な地域で教育を受けられる安心感
　■小中高の一貫校による切れ目のない指導
　■特別支援教育のセンター的機能の強化
　■地域社会における障がい者理解の推進

02. 期待される効果
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事業の詳細は、市ウェブサイトで随時更新しています。

　敷地内の遊具広場や喫茶コーナーなどに、企業名を記載した銘板
を設置します。

04. 寄付に対する御礼①（銘板の設置）

　スクールバスや遊具、学校内の備品に企業名を記載します。
　■スクールバス（大型５台）
　市内を走行予定のスクールバスに、ご寄附の金額に応じたサイズ
で企業名を記載します。　※200 万円以上の寄付が対象

05. 寄付に対する御礼②（バス等への企業名記載）
　新特別支援学校整備のための工事費や備品等購入費に活用します。
　工事費　　　　総額　約 54 億円
　備品等購入費　約 2 億円（スクールバス、インクルーシブ遊具、
　　　　　　　　陶芸作業学習用電気窯、図書、教材など）

03. 寄付金の使途

寄付金額 銘板のサイズ
10 ～ 49 万円 ３㎝　×　20 ㎝
50 ～ 99 万円 ６㎝　×　20 ㎝
100 ～ 499 万円 12 ㎝　×　20 ㎝
500 ～ 999 万円 12 ㎝　×　40 ㎝
1,000 万円以上 24 ㎝　×　120 ㎝

寄附金額 記載場所のサイズ
200 万円以上 500 ㎠程度（背面 5 枠のうち 1 枠）
500 万円以上 1,000 ㎠程度（右側面 1 枠）
700 万円以上 1,000 ㎠程度（左側面 1 枠）
1,000 万円以上 1,000 ㎠程度（背面 5 枠分を 1 枠で利用）

（寄附協力） ○○○○○○○○○○
（寄附協力） 
　　○○○○○○○○○○
　　○○○○○○○○○○
　　○○○○○○○○○○
　　○○○○○○○○○○
　　○○○○○○○○○○

（寄附協力） ○○○○○○○○○○
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